
(7) 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の質
しつ

を向 上
こうじょう

させる取組
とりくみ

に係
かか

る体制
たいせい

の構築
こうちく

 

＜現 状
げんじょう

及
およ

びこれまでの取組
とりくみ

＞ 

○ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

が多様化
た よ う か

するとともに、多
おお

くの事業者
じぎょうしゃ

が参 入
さんにゅう

する中
なか

で、

障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

の目的
もくてき

を果
は

たすためには、利用者
りようしゃ

が真
しん

に必要
ひつよう

とする障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提 供
ていきょう

を 行
おこな

うことが重 要
じゅうよう

です。 

 

○ 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、この観点
かんてん

から、都道府県
とどうふけん

及
およ

び市町村
しちょうそん

の職 員
しょくいん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

の具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

を理解
りかい

するための取組
とりくみ

を 行
おこな

うとともに、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービ

ス等
とう

の利用
りよう

状 況
じょうきょう

を把握
はあく

し、 障
しょう

がい者
しゃ

が真
しん

に必要
ひつよう

とする障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

が

提 供
ていきょう

できているか検 証
けんしょう

を 行
おこな

っていくことが望
のぞ

ましいとしています。 

 

○ 県
けん

では、障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

の内容
ないよう

の理解等
りかいとう

を進
すす

め、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の質
しつ

を向 上
こうじょう

させるため、これまで、市町村
しちょうそん

の職 員
しょくいん

や障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業所等
じぎょうしょとう

の

従事者
じゅうじしゃ

などに対
たい

する研 修
けんしゅう

を実施
じっし

してきました。 

 

○ また、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の利用者
りようしゃ

の保護
ほ ご

とサービスを 行
おこな

う事業者
じぎょうしゃ

等
とう

の健全
けんぜん

な

育成
いくせい

を図
はか

るため、事業者
じぎょうしゃ

等
とう

に対
たい

して、指定
してい

基準等
きじゅんとう

に 準
じゅん

じた事業
じぎょう

運営
うんえい

を 行
おこな

うよう

必要
ひつよう

な指導
しどう

・監査
かんさ

を実施
じっし

してきました。 

 

＜取組
とりくみ

による成果
せいか

＞ 

○ 市町村
しちょうそん

や障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業所等
じぎょうしょとう

の従事者
じゅうじしゃ

などに対
たい

する研 修
けんしゅう

について、例
たと

えば、サービス管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

＊29研 修
けんしゅう

及
およ

び児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

＊30研 修
けんしゅう

の

修 了 者 数
しゅうりょうしゃすう

は、平成
へいせい

30年度
ねんど

の実績
じっせき

1,689人
にん

に対
たい

し、令和元
れいわがん

年度
ねんど

は 2,205人
にん

（前年比
ぜんねんひ

130.6％）となりましたが、令和
れいわ

２年度
ねんど

は、新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

の感染
かんせん

拡大
かくだい

の影 響
えいきょう

により、1,044人
にん

（前年比
ぜんねんひ

47.3％）となっています。 

 

  ○ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
ごと

業 者 等
ぎょうしゃとう

への指導
しどう

・監査
かんさ

について、令和元
れいわがん

年度
ねんど

は、370

事業所
じぎょうしょ

を対 象
たいしょう

に実施
じっし

しましたが、令和
れいわ

２年度
ねんど

は、新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

の

感染
かんせん

拡大
かくだい

により通 常
つうじょう

の指導
しどう

監査
かんさ

が実施
じっし

できる 状 況
じょうきょう

にはなかったため、実地
じっち

での

指導
しどう

は、県
けん

所管域
しょかんいき

の 47事業所
じぎょうしょ

への実施
じっし

に留
とど

めました。一方
いっぽう

で、代替
だいたい

措置
そ ち

として、

新規
しんき

指定
してい

から 概
おおむ

ね３年
ねん

が経過
けいか

した 63事業所
じぎょうしょ

を対 象
たいしょう

に、書面
しょめん

による運営
うんえい

状 況 等
じょうきょうとう

の指導
しどう

を 行
おこな

い、運営
うんえい

の適正化
てきせいか

を図
はか

りました。 
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＜課題
かだい

＞ 

○ 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の質
しつ

の向 上
こうじょう

に関
かん

して、都道府県
とどうふけん

に対
たい

し、令和
れいわ

５年度
ねんど

までに「指導
しどう

監査
かんさ

結果
けっか

の関係
かんけい

市町村
しちょうそん

との共 有
きょうゆう

」を実施
じっし

する体制
たいせい

を

構築
こうちく

することを求
もと

めています。 

 

○ 県
けん

では、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
じ

業 者 等
ぎょうしゃとう

への指導
しどう

・監査
かんさ

に当
あ

たり、市町村
しちょうそん

を通
つう

じて

対 象
たいしょう

となる事業所等
じぎょうしょとう

の情 報
じょうほう

を把握
はあく

するとともに、指導
しどう

・監査
かんさ

実施時
じ っ し じ

の市町村
しちょうそん

職 員
しょくいん

の同行
どうこう

や、指導
しどう

・監査
かんさ

結果
けっか

の取
と

りまとめ前
まえ

であっても、適宜
てきぎ

関係
かんけい

市町村
しちょうそん

に

情 報
じょうほう

を提 供
ていきょう

するなど、市町村
しちょうそん

との連携
れんけい

を図
はか

ってきましたが、現時点
げんじてん

で、これらは

一部
いちぶ

の人口
じんこう

規模
き ぼ

の大
おお

きい市町村
しちょうそん

に留
とど

まっています。 

 

＜成果
せいか

目 標
もくひょう

＞ 

 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

及
およ

び本県
ほんけん

の現 状
げんじょう

、課題等
かだいとう

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

のとおり成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

し

ます。 

   

  成果
せいか

目 標
もくひょう

 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

指導
しどう

監査
かんさ

結果
けっか

の関係
かんけい

市町村
しちょうそん

との共 有
きょうゆう

 

指導
しどう

監査
かんさ

の適正
てきせい

な実施
じっし

及
およ

びその結果
けっか

を

関係
かんけい

市町村
しちょうそん

と共 有
きょうゆう

する体制
たいせい

を引
ひ

き続
つづ

き構築
こうちく

 

 

＜目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

 成果
せいか

目 標
もくひょう

の達成
たっせい

に向
む

けて、次
つぎ

のような方策
ほうさく

を実施
じっし

します。 

 

○ 引
ひ

き続
つづ

き、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業所等
じぎょうしょとう

への指導
しどう

・監査
かんさ

の適正
てきせい

な実施
じっし

に努
つと

めると

ともに、現在
げんざい

実施
じっし

している指導
しどう

・監査
かんさ

結果
けっか

の関係
かんけい

市町村
しちょうそん

との情 報
じょうほう

共 有 等
きょうゆうとう

に係
かか

る

取組
とりくみ

を、小規模
しょうきぼ

な市町村
しちょうそん

にも広
ひろ

げていくことで、市町村
しちょうそん

との連携
れんけい

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 
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